
神奈川県放射線友の会（略：神奈川放友会）  

総会報告 （長谷川会長）

2023 年（令和 5 年）度 総会報告  令和 5 年 4 月 15 日（土）10：00

      書面議決ハガキ等回収結果 会員数 50 名（2 月 18 日現在）、

議決者 45 名 回答率 90％   総会成立

  第 1 号議案 令和 4 年度 事業及び会計報告    賛成 45 名 反対 0  可決

第 2 号議案 令和 4 年度 監査報告       賛成 45 名 反対 0 可決

第 3 号議案 令和 5 年度 事業計画及び予算案   賛成 45 名 反対 0   可決

   第 4 号議案 定款改正案          賛成 45 名  反対 0 可決

   第 5 号議案 役員改選           賛成 45 名  反対 0 可決

          以上の結果、令和 5 年度総会提出議案すべてが可決されました。

令和 5 年度 第 1 回 理 事 会 議事録（抜粋）

1. 開  催  日   令和 5 年 4 月 15 日（土） 10：00 ～ 12：00

2. 開 催 場 所     神奈川県放射線技師会第 4 会議室

3. 審議事項

3-1 会則 第 10 条による会長・副会長の選出

     令和 5 年度 第 1 回理事会ですので、第 5 号議案役員改選で承認されました理事の互選

により会長、副会長を選任致します。

     ・前回の理事会で「会員の老齢化と会員減により会の運営をスリム化させる見直しが必要

である」ことを議論してきました。

会長として今までの議論を総合的に考え会長、副会長候補を提案いたします。

        会長候補 中村 豊  副会長候補 橘 亨 、小嶋 昌光。     承認

2023 年（令和 5 年）度・2024 年（令和 6 年）度 役員

会 長   中村 豊

名誉会長 長谷川 武

副会長  橘  亨    副会長  小嶋 昌光

  理 事   橋口 邦紘    理 事  早瀬 武雄

  〃    草柳 伸彦     〃  仙臺真紀夫

〃    上前 忠幸   〃   千田 久治

    監 事   福田 利雄   監 事  小松崎眞一

    相談役   野口 雄司     相談役  氏家 盛通

2023 年（令和 5 年）4 月 18 日 議事録作成者  理事 早瀬武雄                                
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残念ながら今年度の総会も昨年同様、書面決議で行

うことになりました。

新型コロナオミクロン株の強力な感染拡大を考慮

したためです。感染が強く症状はα株より重症になら

ないといわれていますが、個人差があり注意が必要で

す。

改めて、定款、第 27 条（表決権等）2 項（やむを

得ない理由のため総会に出席できない正会員は、あら

かじめ通知された事項について書面をもって表決し、

又は他の正会員を代理人として表決を委任すること

ができる。）により、書面表決にて決議することとし

ます。 総会開催日は4月15日（土）です。

令和5年度総会開催にあたり、令和4 年度に於ける

会務の結果報告及び令和4年度会計報告、令和5 年度

事業計画案及び予算案を総会資料といたします。

[内容]  1) 令和4年度事業及び会計報告総括

2) 令和4 年度監査報告

3) 令和5 年度事業計画及び予算案

4) 定款改正案

5) 役員改選

Ⅰ 令和4年度事業及び会計報告総括

令和 4 年度事業計画に基づいた基本的な活動を実行

しましたのでそのすべてを報告します。

役員の熱意と奉仕を得て、実行された活動内容を報

告します。ご討議を宜しくお願い致します。

1 会員数 52名（賛助会員 個人1名を含）

（令和5年2月 18日現在）

2 会 議

・総会   1回 令和4年4月16日（土）  
・定例理事会 5 回 （メール理事会2回）

4/23、6/18、10/8、12/10、2/18

3 事業活動

2021 年（令和3年）度、原子力発電環境整備機構

（NUMO）の選択的学習支援事業を活用して「幌延

深地層研究センター見学」を実施した。この見学を基

に「原子力発電廃棄物の最終処分を考える」－知り・

学び・理解しよう－」副読本の冊子を助成金で 2021
年（令和 3 年）末に発行し、この冊子を基に地域住

民との交流を行った。

1) 広報委員会

・機関紙「神奈川放友会Newsletter」の発行

（第 58号、第59号、第60号、第61 号）

   ・ホームページの編集更新

（2022年4 月、7月、10 月、2023年1月）

2) 「原子力発電廃棄物の最終処分を考える」

－知り・学び・理解しよう－を発行、会員に配布。

3）「神奈川放友会News letter」の発行 年４回

第58号Vol.15 No.2  2022.04.01 A4版8p 70部

第59号Vol.15 No.3  2022.07.01 A4版8p 70部

第60号Vol.15 No.4  2022.10.01 A4版8p 70部

第61号Vol.16 No.1 2023.01.01 A4版8p 65部

4) 神奈川県放射線友の会創立 15 周年記念誌発行創

立 10 周年から 5 年間の記録をまとめた 15 周年記

念誌を手作りで作成した。

5) 厚生労働大臣政務官畦元将吾衆議院議員を役員

4人で 2022年 11月 28日表敬訪問した。

4 会計報告     

令和 4 年度　会計報告

収 入 予算額 決算額 増 減

 会費 50,000 71,000 21,000

 雑収入（寄付金） 5,000 12,080 7,080

 事業収益 0 0 0

 前年度繰越金 54,957 54,957 0

 収入合計 109,957 138,0 37 28,080

支 出 予算額 決算額 不用額

 印刷費 20,000 8,625 11,375

 発送費 20,000 14,632 5,368

 活動運営費（会場費等） 10,000 0 10,000

 事務用品費 10,000 14,273 -4,273

 会議室借用費 16,000 8,000 8,000

 会議費 10,000 0 10,000

 予備費 23,957 41,421 -17,464

支出合計 109,957 86,9 51 23,006

収入決算額 138,037-支出決算額 78,830＝ 54,95 786,951＝51,086

収

入

の

部

支

出

の

部

　　　　　　　　　　　　　次年度繰越金　51,086円

5 役員

会 長 長谷川 武   

副会長 橋口 邦紘 早瀬 武雄  草柳 伸彦

小松崎眞一

監 事 中村  豊 橘    亨

理 事 櫻田 晃    小嶋 昌光  上前 忠幸

仙臺真紀夫

  顧 問 野口 雄司 氏家 盛通   

各種委員会と担当理事 (〇印は委員長)

総務委員会   ○橋口  上前 早瀬

企画実行委員会 ○小松崎 橋口 小嶋 仙臺       

広報委員会   ○早瀬  櫻田 小嶋  仙臺

小松崎  

令和 5 年度 神奈川県放射線友の会 総会資料
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Ⅱ 令和 4 年度 監査報告

1 会計監査  

会計業務は理事会ごとに報告され、節約に努力され、

正確かつ適正であることを認めます。

15周年記念誌の発刊にあたり、編集、印刷、製本

を役員が手作りで行い、経費を節約したことに感謝申

し上げます。

2 会務監査    

本年度は本会創立 15 年を迎え、15 周年記念誌を発

行しました。新型コロナ感染が続き、事業活動は制限

されましたが、Newsletterの 4 回発行とホームページ

による広報活動とNUMO「幌延深地層研究センター見

学」実施と「原子力発電廃棄物の最終処分を考える－

知り・学び・理解しよう－」副読本の発行を行いまし

た。また、今後の会の運営や役員構成について検討し

ています。理事会は 5 回（メール会議 4 回）開催され

ました。このような非常事態の中での役員の活動に感

謝申し上げます。神奈川県放射線技師会との関係も良

好です。

神奈川県放射線友の会定款第 15条により、令和5年

2月 18日に職務を実施したので報告します。

監事 中村  豊 ㊞

                 橘 亨  ㊞

Ⅲ 令和 5 年度 事業及び予算（案）
例年通りの「背伸びせず、無理せず、急がず、身の丈

相当」の基本方針での活動を目標にします。

1 事業計画

新型コロナが感染拡大している現在、放友会事業を

自粛いたします。

感染拡大が収束し活動が可能になった場合は

Newsletter・ホームページにおいて広報いたします。

会員各位のご健勝をお祈りすると共に、活動の再開

が出来、会の目指す「気楽に集まり『過去を語り、現

在を語り、未来を語ろう』そんな『憩いの館』」の活

動が出来ます事を楽しみにしております。

今年度の事業計画概要は、次の項目通りです。

「Withコロナ」の時期のため、活動を自粛します。

① 「神奈川放友会Newsletter」の発行（4回/年）

（編集企画の向上に努めます）。

② ホームページの充実と更新。

③ 放談会の開催。

④ 「原子力発電廃棄物の最終処分を考える」

等の会員勉強会の開催。

⑤ 新たな役員体制への取り組み。

会創設から現在まで継続してきた役員体制

を今後の役員改選に向けてニューリーダー陣

にお願いできる体制作り。

この件についてのご意見も頂きたい。

（「はがき」の書面決議に記載されている「事業へ

の意見」は、メールにてお寄せください。）

2 令和5年度 会計予算

「放談会」による情報交換会、国の原子力政策や社会

情勢に合った勉強会や見学会等も会員の意見を聞

き活動に取り入れたい。

事業については会員よりご意見を頂き、検討し必

要が生じた場合は理事会で検討いたします。

令和 5 年度　予　算　（案）

収 入 予算額 前年度予算額 増 減

 会　費 50,000 50,000 0

 雑収入（寄付金等） 5,000 5,000 0

 事業収入等 0 0 0

 前年度繰越金 51,086 54,957 -3,871

収入合計 106,08 6 109,957 -3,871

支 出 予算額 前年度予算額 増減

 印刷費 20,000 20,000 0

 発送費 20,000 20,000 0

 活動運営費（会場費等） 10,000 10,000 0

 事務用品費 10,000 10,000 0

 会議室借用費 16,000 16,000 0

 会議費 10,000 10,000 0

 予備費 20,086 23,957 -3,871

支出合計 106,086 109,957 -3,871

支

出

の

部

3 定款改正

別紙資料に改正案を掲載いたしました。

役員・会員の老齢化を考慮し、会則のスリム化を図

りました。また、会員の役員立候補を明確にしました。

4 役員改選

2月18日開催の第5回理事会にて「役員推薦委員会」

（理事会が担う）を立上げ、役員を推薦した。

理事候補

・中村 豊 ・橘   亨 ・小嶋 昌光

・長谷川 武 ・橋口 邦紘 ・早瀬 武雄

・草柳 伸彦 ・上前 忠幸 ・仙臺真紀夫

・千田 久治

監事候補  ・福田 利雄 ・小松崎眞一

相談役候補 ・野口 雄司 ・氏家 盛通

5 役員立候補者を募る

総会1週間前の期日にて自発的な役員立候補者を待

しておりますので、よろしくお願いいたします。

（立候補者は「役員推薦委員会」が総会に推薦し承認を得る。）

同封の「はがき」に書面評決＜賛成・反対＞と立候

補を記載し4月8日（土）必着で返信してください。

「Withコロナ」での自粛生活で、会員の近況が気にな

るところです。Newsletter を通して皆さんの近況報

告をお寄せください。 メールアドレス

kanagawahohyuh2009@jcom.zaq.ne.jp


